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序
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このたび,松山市民の生活に欠 くことのできない水を,安定 して各家庭にお

届けできるように……と,上水道第 3次拡張計画の最後を飾 る津田配水池の建

設工事を実施するのに先立って,松山市公営企業局から,計画地が岩子山古墳

群内に位置 しているため,埋蔵文化財の所在確認を行って欲 しい旨依頼があ り,

踏査を行ったところ古墳の所在が確認されたので,事前発掘調査を実施 し記録

保存することとした。

埋蔵文化財に対する認識が全国的に深 まりつつある現在,こ の種の調査につ

いて埋蔵文化財が もつその意味と意義について開発関係者各位の一層の御理解

をお願いしたい。

本報告書は,昭和57年 2月 1日 ～同年 3月 31日 の間に発掘調査 したものであ

るが,こ の幸R告書により,埋蔵文化財の調査,研究の一助になるところがあれ

ば幸いである。

最後に,本調査に当た り,終始御協力をいただいた松山市公営企業局ならび

に,調査に御協力いただきました多 くの方々に対 し厚 く御礼を申し上げます。

日召不日58年 5月 31日

松山市教育委員会

教育長 西 原 多 喜 男



例    言

1。 本書は松山市教育委員会が1982年 2月 から同年 3月 にかけて実施 した斉院 。茶臼

山古墳の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は松山市公営企業局より松山市教育委員会が委託されて実施 した。

3。 調査費用及び報告書印刷費は松山市公営企業局が負担 した。
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遺跡の環境

遺跡の位置 と歴史的環境

松山平野西面の海岸線に沿って大山寺経 ヶ森,東山,久万ノ台,大峰 ヶ台丘陵がそれぞれ

立地 し,そ の中の大峰 ヶ台丘陵西端に岩子山古墳群が存在 し,その西麓が本調査地になって

いる。

このように岩子山及び大峰 ヶ台独立丘陵はやや海岸線に近いが平野部 との中間位置の丘陵

であ り,岩子山調査地か らは東方の松山平野が一望できると同時に西方の海岸線 も望 まれる。

次にこの周辺地における調査は,本調査地 より西 l kmに 弁天山丘陵が望 まれて独立する弁

天山古墳群が存在 し, 5世紀～ 6世紀代の石棺や石室が10数基知 られる外,同丘陵東麓緩斜

面の津田鳥越遺跡 (S52.1月 松山市教委調査)か らは弥生後期住居址群 を検出 し,そ れより

と,甕,鉢形土器,支脚等のセットや多量の石錘,土錘などの魚具類の出土 も見 られている。

続いて調査地か ら北 1.4kmに 位置す る久万ノ台丘陵では昭和48年 11月 に松山西高等学校建

設に伴って松山市教委により同丘陵古墳群の一部を調査 し,後期横穴式石室等の検出を見て

第 1図 遺跡の分布図



いる。

次に,弥生期か ら古

墳期の宝庫 として知 ら

れる大峰 ヶ台では東項

上近 くで弥生中期の祭

祀遺構の検出が見られ

ている外,大峰 ヶ台北

面に位置する御産所古

墳 (S48.4月 同市教

委調査)か らは全壊寸

前であったが横穴式石

室 1基を検出 し,こ れ

より各須恵器 と若子の

装身具類の出上を見て

いる。

また,大峰 ヶ台丘陵

南麓300mか らは農耕

用一大土木遺構 として

知 られる古月R遺跡が見

られ, 日召不日48年 7月 に

本格調査 (同市教委調

査本部)が実施 され ,

これまで第 4次の調査

がなされている。

その他,本調査地丘

陵東上部に位置する岩

子山古墳群では昭和30

第 3図 弁天山古墳群 を望む

年に名本二六雄氏らによって後期古墳から人物,馬形等の各形象ltL輪の出土が知られている。

このように調査地周辺にはこれまで者名な遺跡が見られており,そ の中で岩子山古墳群

(10数基)における被葬者が繰 り広げられたであろう生活舞台の中心はおそらく岩子山麓及

び西面,南面の古母H遺跡を含む周辺の平野部として考えられるもので今後の追求が必要であ

る。

第 2図 岩子山丘陵を望む



H 発掘調査の経過

調査経過

昭不日56年 12月 1日 松

山市公営企業局から松

山市津田配水池建設に

ついて埋蔵文化財確認

調査申請が同市教委に

提出された。同申請地

は同市作成文化財地図

の (No31)岩 古山古墳

群にな り,周知遺跡 と

して登載されている場

所で もあり同年 12月 16

日に現地踏査 した結果 ,

第 4図 調査地 より西方を望む

円墳 1基が確認され本格調査することになった。また本調査に先がけて同申請地など周辺等

の考古遺物の出土や字名等を調査 した結果,調査地南麓より須恵器片の出土や古墳期の上偶

の出土をみていることや岩子山古墳群調査報告書等について調査員間で検討を行い,茶臼山

の字名が残っていることにより本遺跡名を斉院茶臼山古墳 とした。

本格調査は昭和57年 2月 1日 より同年 3月 31日 の間実施することとなった。

調査はまず,同地が柑橋類の耕作地であることからこれらを伐採 し,先に確認された墳丘

部の測量を実施 し,調査対象面積約3,000m2に トレンチを設定 した。 1号墳については墳丘

中心部から4等分の割付を行い主軸を検討 しながら遺構検出を順次実施 した。

この結果, 1号石室は全壊寸前の状態であったが石室内より鉄器及び若千の須恵器片,玉

類等が出土し,同墳丘からも同石室副葬品の出土 (蓋杯,甦)が見られた外,同石室北側に

周溝が検出され,こ れより円筒埴輪,朝顔形j●L輪などの出土 も見られた。

以下, 日を追って調査経過を略記する。



2.

2月 1

2月 2

調査 日誌

日晴 調査地中央を東西に通 る

農道を境に,北側 をB,南

側 をA区 とし,雑木,柑橘

類 を伐採下刈 りをする。(グ

リッド設定は既設の市企業

局の測量杭 を転用 )

日晴 下刈 り後写真撮影 し,A

区 に南北の試掘 トレンチ

(AT, 1)を 入れる。

北より8m地点に周濤を検出,埴輪片出± 1号周溝 とする。周濤から南裾部に版

築が認められる。

2月 3日 晴  トレンチ掘 り終了,周溝部 (NEl-1)を 全面掘 り下げる。埴輪片多量に出

土 。

2月 4日 雨 作業休み。

2月 5日 晴 周溝内出土遺物ltL輪 片実測。現場事務所設置。発掘諸機材を搬入。 BM(55,00

m)を A区東端 に設ける。

2月 6日 晴 B区 (SEl-2, SWl-2)に ,東西の試掘 トレンチ (BT, 2)を 入れ

る。

2月 7日   日曜作業休み。

2月 8日 晴 周濤掘 り下げ。AT-1

1-2)に 南北の試掘 トレ

2月 9日 晴 ベルコン搬入。AT-1

断面及び周濤出土遺物等写

真撮影,周濤掘 り下げ。

2月 10日 晴 周澪掘 り下げ,埴輪片 ,

土師皿片,須恵器片出土。

2月 11日  祝 日作業休み。

2月 12日 晴後曇 周濤内出土遺物を実

測 し取 り上げる。 A ttS W

l-2, BttSW l-2掘

り下げる。

2月 13日 晴 昨 日に続 く作業 を行 う。

断面層序計浪1。 B区 (NEl-1, SEl-1, SE

ンチを入れる。

第 5図 下刈 り及び調査準備

第 6図  トレンチ設定 (1)



月14日   日曜作業休み。

月13日 晴 周洋内出土遺物実測 し取

り上げ。AttN E 2-1,

1-1,SEl-1の ベル

ト断面計測。A区西端の排

上を移動する。

2月 16日 曇 AttN E l-1掘 り下げ,

特に周濤肩部岩盤のため注

意する。

2月 17日 雨 室内にて遺物整理をする。

2月 18日 晴後曇 AttS E l-2, SWl-2(南 裾部)掘 り下げ。

2月 19日 雨 室内にて土器水洗いをする。

2月 20日 小雨 A区排土をB区へ移動,正午前降雨,作業を中止 し室内作業をする。

2月 21日  日曜作業休み。

2月 22日晴 AttN E l-1,NE2-1掘 り下げ。

2月 23日晴 昨日に続 く作業及び,AttNW l-1の 周溝コーナー検出作業をする。

2月 24日 雨 室内にて遺物整理をする。

2月 25日晴 AttNW l-1掘 り下げ,出土遺物埴輪片等実測 し取 り上げる。

2月 26日晴 周濤完掘。AttN E l-1周 濤の北部に土渡を検出する。

2月 27日晴 AttN E 2-1, SE2-1に ,石室に用いられたと思われる石を検出する。

NWl-1掘 り下げ。

2月 28日  日曜作業休み。

3月 1日曇 AttN E 2-1, SE2-

3月 2日晴 石室を確認 し2号墳 とす

る。実測のための割 りつけ

をする。 2号石室の西方向

3m(AttSW l-2)地

点に,二次的埋葬 と思われ

るV宇形に並んだ須恵器の

完形品,杯蓋,杯身,甦等

計H点 出土,実測 し取 り上

げる。

1の石室検出作業。

3局 3日 晴  2号石室掘 り下げ,

りの破壊度がめだつ。

な
　
室

か
　
玄

第 7図  トレンチ設定 (2)

第 8図 調査状況



内部より管玉,丸玉,刀子

片等出土,須恵完形品出土

地に遺構は認められない。

出土遺物測点各ポイントの

測量をする。

3月 4日 晴後曇  2号玄室部掘 り下げ,

須恵,土師,鉄鏃等の各片

出土。地山掘 り込み面の検

出作業 も行う。出土遺物実

測,落ち込み石実測。

3月 5日 雨 作業休み。

3月 6日 晴  2号出土遺物鉄鏃類実測,及び地山掘 り込み面の検出作業。

3月 7日 晴 日曜作業決行, 2号石室平面測量及び排土盛上を移動する。

3月 8日 晴  2号玄室掘 り下げ,地山掘 り込み面の検出。

3月 9日 晴  2号玄室掘 り下げ,鉄鏃類出土実測 し取 り上げる。AttN E l-1,NWl―

1の畦断面層序計測 し排除する。

3月 10日 晴  2号玄室水品玉,ガラス小玉,鎌,馬具,鉄鏃等出土,実測 し取 り上げ,閉塞

日の探求 を行 う。

3月 11日 晴 AttSW l-1掘 り下げ。

3月 12日 曇後雨 2号玉石部実測,AttSW l-1,NWl-1掘 り下げをする。正午 より

降雨作業中止 し室内にて遺物整理 をする。

3月 13日 曇後晴  1号周濤出土遺物埴輪片を実測 し取 り上げ,周濤 についての作業 を終 わる。

保護 シー トの雨水 を排水 し玉石部の実測をする。 BttN E, SEl-1掘 り下げ。

3月 14日   日日程作業休み。

3月 15日 雨 作業休み。

3月 16日 晴  2号玉石部実測,玉石中

より水品玉,管玉出土,実

測取 り■げる。

3月 17日 曇 玉石除去作業 (水 晶玉 ,

管玉,丸玉,鉄鏃片出土 ),

AttN E l-2の 上竣掘 り

下げ,BttSW l-1掘 り

下げ, BT-1断 面計測。

3月 18日 晴後曇  2号玄室出土遺物実

第 9図 調査状況

第10図 溝内遺物測量



測 し取 り上げ,上羨掘 り下

げ獣骨の一部検出, BT―

1の排除。

月19日 晴 A区 の全域を清掃 し全景

及び,そ の他の写真撮影を

する。 BT-2断 面計浪1し

つ,除する。

3月 20日 晴  2号玉石除去,AttN E
l-2の 上墳平面及び,断

面測量をする。 BttN E,

SE2-1掘 り下げ。
第 11図 出土状況

レンチを入れる。床面は粘3月 21日 小雨後晴 日曜作業決行, 2号床面精査 し十字に試掘 ト

土による貼床が認められる。

3月 22日 晴  2号石積み展開図作成,玉石断面計測。

3月 23日 晴 A区 平面測量, BttS E l-1, 2-1, SWl-1精 査。

3月 24日 晴 A区 平面測量,その他昨 日に続 く作業 をす る。

3月 25日 晴 A区 コンタ浪1量, B区全域精査完了。

3月 26日 晴 A区 コンタ測量終 わり,

B区平面浪1量及び, コンタ

測量をする。発掘諸機材整

理 し一部搬出する。

3月 27日   作業休み。

3月 28日   日曜作業休み。

3月 29日 晴  B区 コンタ測量 を終 わり,

2号床面試掘 トレンチ断面

層序計浪1。 諸機材搬出 し全

ての 日程 を終了す る。 第 12図 埴輪出土状況



ヒ退

調査地の地形

調査地 (海抜52m～ 60m)は岩子山南西都中段のゆるやかな尾根 に属 し,本調査地 より北

面は急斜面の絶壁 をなし,上に岩子山頂上 (海抜 114m)が望 まれ花南岩の露出が見 られる。

また,南面 と西面は調査地 より比較的急斜面に下が り柑橘類の栽培がなされている。なお ,

これに続 く南面山麓部には良好な緩斜面が見 られ,直径30mを こえる円墳が考えられる外 ,

弥生土器片及び須恵器片等 も認め られている。

m

第13図 調査地地形図



a.墳丘及び外部構造

尾根中段緩斜面に築

造されたものであり,

前述の要因により盛土

はか 7贅 り2次白勺に削平

され緩斜面 をなし,僅

かに墳丘 として観察で

きるもので同墳丘は最

大長15mが計測できる

が墳丘形態は不明であ

る。

b。 内部構造             
十 一 ―一レー ……

検出を見た主体部は,開墾等により全壊寸前の状態であり基底石数個と奥壁の一部を残す

ものであった。

石室主軸はN14° 40′ 20'Eに とり,南南西に開口方位をなすもので残存 し,検出された基底

石により,石室規模は奥壁近 くの床面で幅 2mが計測でき長さは不明であるが石室築造時の

掘方検出面から4.5m前後のほぼ長方形プランが推定でき,基底石や床面状態を考え合せば

横穴式石室をなすことが考えられる。

石積み及び石材使用法は,奥壁中央部に大きい石を縦に据えこれを中心に奥壁両側に割石

を主体に横積みされ, 日詰めに小日の割石及び粘土使用が認められる。また,両側壁は基底

石数イ回と一部分の石積みからすれば,割石を主体 とした横積みとして考えられる。また,床

面施設は尾根斜面地に構

築することを考慮 し石室

築造前に茶褐色上による

貼床 をめ ぐらしその上に

さらに 3 cm～ 6 cm大 のサII

原石 を敷 くものであった。

C.土娠 (SK-1)
本遺構 は濤 (SD-1)

北方から検出された もの

で花筒岩の地山に切 り込

んでお り,そ のプランは

第14図 石室検出状況

第15図 石室床面 (貼床確認 )



ざ＼

第16図 出上須恵器実測図 (石室西面 )

‘《倒》◆
A

て
B

N/

長方形状で,幅 110

cln,長さ 235 cm;深

さ30cal,黒みをおび

た茶褐色土中から獣

骨片のみが検出され

ている。

また,本遺構につ

いては全体的に攪乱

上の混入がみられ,

どういった性格を持

つ遺構であるかは判

然としない。

第 17図  SK-1実 測図

10
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第19図 石室内遺物出土状況
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第20図 石 室 平 断 面 図



ヒ退Ⅳ

(本調査出土の詳細なデータは出土遺物観察表に表示 した。)

本調査古墳は前述 した様に開墾等の二次的行為 も見られ全壊寸前の状態であったが石室内

からは須恵器数点・土師lH l点 と管玉 9個・算盤玉 (水晶製)18イ固・丸玉 (ガラス製)23イ回

。小玉 (ガラス製)2個の各玉類 と鎌 1点・辻金具 4点 。鈍 1点・轡 1組 。帯金具 4点 。鉄

鏃30点の各鉄器類がそれぞれ出上 し,外に別イ回に考えるものとして碗 (平安期 ,瓦器)3点
の出土も見られている。またこの外に石室北側に検出された濤 (SD-1)か らは多量の埴

輪片 (円筒・朝顔形)の集中的な出上が見られ, また器台数点 。大型甕の出土も合わせて見

られている。

1)須 恵器

本調査において出土 した須恵器は石室内から蓋 1点・甕片数点が出土し,石室西側から杯

5点,蓋 5点,必 1点が二次的 (戦後開墾時)に埋められていた。またその外に石室北面に

検出された溝 (SD-1)か ら大型甕,器台片の出土も合わせて見られ,計18イ団体の須恵器

が出上し,こ れらは一括遺物として考えられる。

出土須恵器はすべて焼成良好であり,こ のうち杯 (Nα l～ 5)は受部が短 く,受部からの

口縁端までのたちあが りも比較的高 くなっている。蓋A(6～ 10)は天丼部が扁平になるも

のと丸味がかるものが見らたる。またこれら蓋Aは杯 とセットをなすもので多く共通点が認

められ両者とも底部及び天丼部のヘラ削 り範囲は比較的広 く3分の 2範囲が認められ調整も

丁寧である。なお石室内出土の蓋Bは蓋Aと 多 く共通点が見ら紀大基ないものとして考えら

才とる。

醒こりは頸部に櫛描 き波状文を施 し体部の張 り出 し部分に列点文様 を施す。器形的には日頸

部が外反 tノ ロ縁端部をヘラにより平 らに仕上げている。

大型甕10は 日頸部のみであるが大形にな り外反 した日頸部に外面に一条ないし二条の凸帯

により区画 した中に櫛描 き波状文を施 している。

14
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第21図 須恵器実測図 (土師器 19・ 20,瓦器21～ 23)
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2)埴 輪 (24～ 34)

本調査において出土を見た埴輪片の大半は主体部北面の濤 (SD-1)か らのものであっ

たが 1か所のみ明らかに濤南面肩部から円筒埴輪の基底片が原位置より出上をしている。

また出上を見た埴輪はすべて破片であったがそのうち完形復原 5点 (円筒 3,朝顔形 2)

で,部分復原 6点 (円筒 4,朝顔形 2)であった。

a.円 筒 埴 輪 (24～ 27)

器高は35cm～ 36cmで一定 し,比較的小型である。器形は基底 (直径12cm～ 14.5cm)か ら直

線的に上広が りになるもので日縁端部 (直径26cm～28cm)及び基底端は平らに仕上げている。

また胴部外面に粘土紐による断面台形の貼付凸帯二条により区画 し,中央部に一方向円形穿

了し((直径 5 cm～ 6.2cm)が外から施 されている。

調整は日縁近 くの内面から口縁にかけてヘラ調整後指によるナデ調整が見 られる。また外

面には突帯の上下に指頭によるナデを施 し,その他の部分全体的に布状のものによる縦ナデ

を施 している。

なお焼成は良好で硬質のものが多い。

b.朝顔形埴輪 (28～ 34)

器高は34cm～ 36cmの 小型と言え,器形は基底より胴上部にふくらみをもたせ頸部でいった

ん内弯 してしばって日縁部が花びら状に大 きく外反 し広がるものと口縁部外反度の広が りが

やや少ないものが見られる。

また,粘土紐による断面台形の貼付凸帯が日縁下及び,頸部に各一条と胴部に二条の計四

条で区画 し,胴部に一方向の楕円形又は,円形穿孔 (最大径8.5cln)を 施 している。

調整は日縁内面に丁寧なヨヨナデを施 し,胴上から基底にかけて荒い縦グシ調整を施 して

いる。焼成は良好,硬質で須恵質を思わせ るものも見 られる。



第22図 埴 輪 実 測 図
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出土装身具類観察表
(単位 :mmo g)

種  類 サ 直 径 径 重 量 色 調 材  質 偏 考
1 管  玉 21.2 1.95  1.1 3.11 暗いみどり 碧  石 黒に近 い色
2 20 2 9,1 2.45   0,9 3.05 濃いみどり
3 16.4 7.15 1.85    1.0 1 61

4 20.1 8 05 1.7 2.57 斜めにきみどり色の縞模様
5 187 815 1.45    1.1 2.35

6 16.1 6.7 1.80    0,8 1 4o 下部に一部きみどりがある
7 17.8 5 25 0,7 0 86 上部に少 しきみ どりがある
8 21.2 7 80 2.75   0.5 2.45

9 17.0 1.8 1.10 濃いめの横縞模様がある
算盤玉 10.1 lユ .5 半 透 明 水  晶 孔の内部に未が残存

11 10.25 3.0 0,7 朱の附着なし
9.55 112 2.9 1.0 1.55 孔の内部に未が残存
9.70 H.6 2.85    1.35

11 3 13 35 2.75    1.05 2.5

11.9 14.05 2 9o    o 75 下部中央一部欠失,朱残存
9.40 11.1 3.30    1 05 1 51 朱の付着なし

17 8 85 11 9 1.52 孔内部に朱が残存
90 11,45 2,7    1.15 1.59 孔 1/2下部に朱が残存
10.2 12,7 265  0.9 1.98 朱が残存
9.75 11,9 3.10   0 75 1.61 下部孔一部欠矢,未残存
9 50 11 5 2.70    0.95 1.62 朱が残存
8.50 10.2 2.40    o.80 1.07 未の付着なし

10.0 2.50    1.] 1.0 朱が残存
8.40 10 1 2.75    1 0 11 一部朱が残存
8 75 9.95 2.80    1.20 1.1 朱が残存
8.45 10.4 2.60    1.70 1.09 朱の付着なし
8.40 10.2 2.9o    o,8 朱が残存

丸  玉 715 2.15 1 0 38 薄 い 青 色 ガラス

5.45 6.80 7 0.32 光沢がある
5.30 7.0 6 0.30

5,70 7 65 1,7 7 0.45

5 10 7 90 0 52 紫 紺 色 臼形 に近 し

8.0   7.2 2.1 0.42

6.25 7.30 0.58 濃 い 紺 色
7.15 7 20 1.40 0.51

6.20 7.35 0.48

5,0 0 40

5,7 7.65 0.45

6.3(6.1) 0.48

6.15 6 90 0.44 部欠失
5 50 7 30 0.40

5 80 7.55 0 45

7.80   7 45 0,49

6.70 0.45 紫 紺 色

6.10 7.30 0.51 濃 い 紺 色

5.50 7.10 0.42

4.30(4.25) 8.30 0.40

6.1 8.6

7.0

7.30

6.65 6.0 8 0.19 欠損 1/3
小  玉 2.75 4.75 0.08 薄 い 青 色

2.65 3.85 6 0.05 濃 い 紺 色



出土須恵器観察表 (P15-第 21図 )

器 形
土器
番号

徴特の態形 手 法 の 特 徴 考備

杯

1

∫

5

Oた ちあがりはやや内傾 し,受部からの高
さは1.5cmか ら1.8cmに なり,先端はやや
丸くおさめ内面に凹線状になるもの (2
～4)と 稜になるもの (1・ 5)が見ら
れる。

○受部は短 く,水平になるものと外上に延
びるものが見られ,先端は比較的鋭い。

O底部全体にヘラ削 りを施 し,体部と底部
の境はヘラ削 りにより明瞭である。

Oヘ ラ削 りは全体的にシャープさがない。

O底部のヘラ削 りは比較的丁寧 に

削 りか さねている。
①日縁及び体部はナデによる調整
が見 られる。

○削 りの方向は時計 まわ りが多い

O焼成は良好である。

蓋Aと セ ットをなす

蓋

　

Ａ

６

　

～

　

１０

O天丼部は平 らになるもの (6～ 9)と 丸
味があるもの (10。 11)になる。

O天丼部のヘラ削 り範囲は3分の 2範囲が

認められ,シ ャープさはない。
O天丼部と日縁部の境界は突出し,明瞭な
稜が見られる。

0こ の稜線から日縁端 までは2.5cm前 後が

計測される。
0日縁先端は杯に同 じである。
O日径は稜線部 と同 じもの (6～ 8)とや
や広 くなる (9～■)も のが見られる。

O杯 に同じ。
O焼成は良好である。

蓋
　
Ｂ

11

OAと 形態上の差異はほとんど認め られな

O天丼部 と日縁部 との境界に見 られる稜線
の突出はやや少な くにない。

O稜線部 より日径が広 くなる。

石室内出土

甦

0日頸部は外反 した上に段をなし, 日縁部
はやや内弯状になる。端部上面はヘラに
より平ら1こイ士上げている。

O頸部に櫛描 き波状文を施す。
O体部は肩がよくはり,底部は尖り気味に
なる。

O体部の張 り出し部分に列点文様を施 し,

この部分に円形穿孔をする。

0日 頸部の内外面にナデ調整を施
し,体部下にはカキロが見られ
る。

O焼成は良好である。
O製作は4工程が考えられる。

器
　
台

Oカ キロ調整後に櫛描き波状文を施す。
Oヘ ラ凹線を二条ずつ区画し,それぞれ三

角形透 しを施す。

○器表は全体的にカキロ調整が考
えられる。

O内面は丁寧なヨコナデを施す。

O脚部の破片のみ

甕

中
型
甕

・６

・

・７

O顎部は外反 し, 日縁端部は水平方向にひ
ねり出し,端部上面は平らに仕上げる。

O端部下に凸帯がめぐらされる。

O頸部は無文になり,丁寧なナデ
を施す。

口頸部破片
(石室内出土)

大
　
型
　
甕

O日縁瑞は上下にわずかにのび,稜をつ く
り,その端部下に凸帯をめぐらす。

O日頸部は外反する。
。またその下に続 く日頸部には一条ないし
二条の凸帯により区画し,中 に櫛描き波
状文を施す。

O日 頸部内面には丁寧なヨコナデ
を施す。

O体部内面には同じ円文を残す。

土

師

器

財

小型でコップ状に近く丸底になる。頸部
がわずかに弯曲し,瑞部は尖り気味になる。

全体的に薄く作られている。日
縁部外面から内面にかけて丁寧な
ナデを施す。

小
皿

小型の皿であり,底部は広 く, 日縁の外
傾度は大きく低い。

底部に明瞭な糸切りの痕跡を残
す。(灯明皿か ?)

当古墳とは無関係 と

考える。

瓦
　
器

碗

２．

～

３３

◎体部及び日縁部が外上方へ直線的にのび
るものとやや内弯するものが見られ,端
部は丸 くおさめる。

◎底部には粘土紐による低い高台が付され
る。

。外面にヨコナデ及び不定方向の

ナデを施す。
①内面に暗文を施す。 (色調は黒
掲色)

当古墳とは無関係 と

考える。
3個体出上

(平安期 )



出土鉄器類観察表
(単位 :cln) 保存処理データ表

重量 g 乾燥率% 合浸率%
182 7 0.56 3.12

59.35 0.25

22.2 0.23 4.73

116.8 0.53 3.34

26.45 0,38 1.7

12.48 0

10.77 0 19 3 62

11.13 0,27 2.33

7.22 0,7 1.24

8.32 0.25 3.48

7 75 0.26 3.48

0.55 3.21

0.45 3.38

2.61

4.83 0.63 2.27

3.32

3.16

6.12 0.49 0.81

0.53 3.27

2.94 0 3 06

11.13 0 18 2.24

5,06 1,77

5,71 0.36

5 16 0 1.16

3.93 0 2.03

3.33 0.62

3.03 0 2.64

3.56 0.57 2.24

8.35 0.36 0.96

6.44 0.79

0.27 2.97

4.91 0.85 5.29

0.65 2.25

3.83 0.26 3.13

0 2.77

3.35 0

1.45 0 3.44

29.2 0,78 5。 37

3.88 0.78 2.83

9.15 0.23 5,68

6.27 0.82

0.89 5.93

3.47 0

3.28 0 2.44

0 0.47

0 0.58

2 計韻1不能 声1韻■不台ヒ

2

2

種 類 全  長 旱 キ 看3ガ 、 残存状態 備 考

1 馬 臭  轡 完 形 に近 い 鏡板 1板引手が付く

2 〃 鏡板 63 長片中央部に突起あり

3 引 手 10.0 0.7 一端に蕨状巻 No lの轡に付随か ?

4 鎌 19.5 完形 3つ に折損接合

5 鉄鏃腸扶式平根 15。 2 完形に近 し 刃部表面に植物付着

6 馬具,素環雲珠 直径 8.0 約半分 船片3点あるが接合不百

7 鈍 現状 85 刃 1.1 柄 0,7 刃先欠 柄の長さ6.5

8 鉄 鏃 〃  4,7 刃先部欠 をし付鉄鉄か,茎に木婆

9 〃 腸狭式平根 〃  6.9 ≧,腸扶一部欠 刃先鋭 く央る

〃  6.4 1.8

〃  5.7 18 刃先,茎欠損 刃部は片面凸作り

〃  5,6 16 茎,腸供一部欠 刃先鋭 く央 る

〃  5.6 1 6 刃部片面凸作 り
〃  5.0 現 状 ≧,腸快端欠

″  4.0 ≧,刃 先欠損

〃 23 4呪 状

〃  4.1 ヽ。現状 19 小 片

〃 平根 〃  4.1 2.0 菫欠損 刃 部 片面 凸 作 り

〃  3.8 1.8

〃  22 刃先部 刃部片面レンズ状作り

鉄鏃箆被式尖根 〃 10.0 完存 箆被,断面角,片刃

〃  5.8 茎欠

〃 5.3 茎,刃 先端欠 刃部片刃

〃 5.5 茎 欠 損

〃  5,0

″  41 刃部のみ

〃  48
〃 4.2
〃 8.4 刃部欠損 箆状,断面角,矢価竹畢

〃  7.1 箆被,茎,断面方形

〃  8.1 箆被,五 断面角,失村竹質

″ 5.2
〃  5.2 0.9 茎 茎断面丸

〃  4.5 茎 箆被,断面角,茎丸

〃 5。 1 0,7 刃部欠 茎,断面方形
〃  3.6 箆被,茎の一部 箆被 ,茎共に方形

〃  4.9 茎 細 く断面丸

直刀 〃  6.4 茎尻 目釘子し0 4mm

馬 呉 〃 10.1 0,7 引手金具 端部にL宇 に円環

飾帯金具 〃 4.2 24 完形近 し 笠鋲8ヶ 見られる

責金具 表,裏に本質

飾帯金具 完 形 笠鋲9ヶ 見られる

2.7 2.2 一部破損 ′′ 5ヶ   〃

馬具 辻金具 現  状 表面に植物遺体

断 片 約 1/4残存

約 1/2残 存

鋲 現状 3.3 0.7 0.5 完 形 HI測不台ヒ

〃  2.4
〃  2.5 0.5

〃  2.5 0.5

〃  2.0 0.55 一端欠

責金具 〃  2.5
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V まとめと若千の考察

当古墳の調査は1982年 2月 1日 から 3月 にかけて実働 50日 間で実施 したものであ り,遺跡

名を調査地の字名により茶臼山古墳 とした。

本調査古墳 は岩子山丘陵南西部中段 (海抜52m～ 60m)の ゆるやかな尾根部に築造された

もので頂上部 (海抜114m)の群集墳に対 しやや隔絶 された場所 に立地 している。

次に墳丘及び外部施設であるが先述 したように調査地は開墾等の二次的要因により墳丘部

もかな り削平 されていた。この関係により当墳の盛土は15m範囲で版築等が見 られたが墳丘

形態は円墳 とも方墳 とも言いがたいものである。

また主体部北側 には南北の尾根 を切断状 (ほぼ直線的)に灘 (長 さ20m,幅 2.2m～ 2.5m;

深 さ70cm)を 作 ってお り濤中より多量の埴輪の出土を見ている。この中で濤部南肩面 よりl●L

輪原位置出上が見 られている。なお検出された濤北面部の追構検出を計 ったがこの時期の相

当施設は見 られなかった。

主体部は全壊寸前であったが基底石の配置位置により横穴式石室が考えられ石積み及び石

材使用法は奥壁 中央部の大 きい 1枚石 を縦に据えた以外は割石 による横積み中心 として築造

されていた。 また床面施設はかな り荒 らされていて,川 原石 (3 cm～ 6 cm)を 玄門近 くにか

き寄せていた。なお石室構築に先だって斜面地築造を考慮 してお り鶴が峠古墳にも見 られて

いる貼床が検 出された。

次に出土遺物のうち須恵器は18個体出上 し, うち蓋 1点及び甕片以外は石室内か ら取 り出

して 2次的に埋め られていたものであるが一括遺物 として考えられる。

これら出土須恵器のうち大型甕及び甦は器形及び施文方法 とも陶邑の T K23型式の ものに

類似 し, また杯 。蓋 とも共通点が多 く認め られる。このうち甦は同一者製作を思わせ る程で

あるが器形的に若千長頸化が見 られT K23型式に続 くもの として理解するものでT K47型式

の ものより先行 タイプ として考えるものである。

次に地輪片はかな り多量に出上が見 られたがそのうち完形復原 5点 (円筒 3,朝顔形 2)

で部分復原 6点 (円筒 4,朝顔形 2)で あった。これ ら出土埴輪の器高は円筒埴輪が35cm～

36cmで朝顔形埴輪は34cm～ 36cmに な り両者 とも比較的小形である。このうち円筒j●L輪 は前述

したように胴部に断面台形の貼付凸帯二条を区画 し中央 に一方向のみ円形穿孔を外か ら施 し,

外面 を布状の ものによって縦ナデ調整 したもの も見 られた。 また朝顔形埴輪は断面台形の貼

付凸帯が四条施 され荒めの縦グシ調整 を施 している。これ ら円筒埴輪及び朝顔形JtL輪 の両者

とも鶴が峠 L区の古墳に対 し後出のタイプ として考えられ製作上において も比較的粗 さが見

られる。 またこれ らlBL輪類は前述の須恵器 と共伴 して出土 した ものであ リー括遺物 として理

解できる。これ ら出土遺物により本墳の築造時期を 5世紀末期 として考えられるが,なお ,



この時期における須恵器及びl●L輪の細分類や岩子山古墳群全体の変遷 についても今後の追求

が必要である。
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埴輪出土埴輪原位置の検出
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出土遺物 (朝顔形埴輪)
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